
 

携
わ
っ
て
い
た
▼
国
分
久
正
か
ら

の
手
紙
は
す
ま
ぬ
が
紛
失
し
た
。手

紙
に
名
前
が
出
て
く
る
根
本
宏
一

に
尋
ね
た
。
以
下
。
『
岩
手
大
同
期

入
学
は
農
学
部
の
相
川
勝
悟
、
阿

部
栄
夫
、
国
分
久
正
、
工
学
部
に
今

野
誠
一
と
私
の
五
人
。
体
調
不
良
で

残
念
急
遽
欠
席
今
野
以
外
は
出
席

で
６
月
に
ひ
さ
し
振
り
の
会
合
。岩

手
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
相
川
は
オ

ー
ボ
エ
。
国
分
は
コ
ン
バ
ス
。
小
生

は
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、私
の
カ
ミ
さ
ん
は

後
輩
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
っ
た
の

で
カ
ミ
さ
ん
も
会
食
前
に
連
れ
て

行
っ
た
』
。
と
の
事
▼
芳
賀
望
実
か

ら
情
報
そ
の
一『
十
月
二
四
日
の
７

５
期
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
十
二
名
の
参

加
、
５
１
・
４
６
で
４
位
だ
っ
た
。

３
０
台
で
プ
レ
ー
す
る
服
部
新

也
、
大
内
嘉
明
、
大
槻
三
美
に
は
ビ

ッ
ク
リ
。
従
兄
弟
の
忠
利
に
も
久
し

ぶ
り
で
会
っ
た
。
丹
治
勇
も
昔
の
ま

ま
で
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て
印
象

的
だ
っ
た
。健
康
で
ゴ
ル
フ
が
で
き

る
メ
ン
バ
ー
は
本
当
に
幸
福
と
思

う
』
▼
情
報
そ
の
二
『
箭
内
正
勝
の

郡
山
市
教
育
委
員
会
か
ら
教
育
功

労
者
表
彰
と
し
て
受
賞
し
た
の
を

祝
し
て
一
一
月
二
一
日
に
か
つ
て

の
柔
道
部
の
仲
間
が
集
ま
っ
た
。カ

ッ
コ
内
は
柔
道
の
段
位
。
箭
内
政
勝

(

五
段)

奥
様
同
伴
、
大
河
原
清(

五

段)

青
柳
榮
八
郎(

五
段)

奥
様
同
伴
、

菊
池
昌
美(

二
段)

中
村
利
男(

二
段)

芳
賀
望
實(

三
段)

。
ダ
ン
ス
先
生
の

湯
佐
健
二
は
所
要
で
不
参
加
。青
柳

は
発
起
人
挨
拶
で
受
賞
の「
栄
誉
の

半
分
は
奥
様
の
内
助
の
功
」と
持
ち

無
責
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編
集 

敬
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情
報
連
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に 
 恩

師
、
安
積
桑
野
七
十
五
期
、
主
な
同
窓
生
へ
発
行
部
数
三
二
〇
部
、
老
後
の
生
き
方
を
真
剣
に
問
い
か
け
る
豆
新
聞
。69

＝
数
字
は
卒
業
期 

上
げ
た
』
▼
今
泉
正
顕
元
安
積
桑
野

会
会
長
、安
積
歴
史
博
物
館
館
長
死

去
。
氏
の
遺
徳
を
偲
ん
で
来
春
に
で

も
新
設
の
安
歴
博
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

追
悼
企
画
展
を
開
催
予
定
と
か
。▼

安
積
高
Ｏ
Ｇ
女
流
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
加
藤
菜
々
子120

期
は
来
秋

に
市
民
オ
ケ
と
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
を
協

演
す
る
。通
常
終
演
の
花
束
は
若
い

女
性
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。し
か
し

菜
々
子(

若
女
性)

へ
の
贈
呈
は
山

口
勇
安
積
桑
野
会
会
長
（
年
配
者)

か
ら
が
絶
対
絵
に
な
る
と
信
じ
る
。

▼
伊
藤
弘
毅
は
現
在
、
高
校
生
の
就

職
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
て
い

る
。
史
上
最
低
の
就
職
率
に
悪
戦
苦

闘
中
。高
校
生
採
用
で
き
る
企
業
あ

れ
ば
助
け
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

   
七

五

期

 

        
葉
書
き
の
同
級
会 

 

▼
高
橋
忠
夫
、
国
分
久
正
、
近
内
寿

勝
か
ら
相
次
い
で
は
が
き
代
を
頂

き
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
。
▼
近

内
は
三
〇
年
間
を
静
岡
県
清
水
町

の
国
立
東
静
病
院
歯
科
口
腔
外
科

に
勤
務
無
事
退
職
し
た
と
手
紙
を

よ
こ
し
た
。
十
年
ほ
ど
以
前
、
私
の

知
人
が
彼
の
病
院
に
入
院
し
て
い

た
。患
者
は
抗
が
ん
剤
の
投
与
を
受

け
て
い
た
。私
は
近
内
に
連
絡
を
取

り
、そ
の
計
ら
い
で
病
状
が
安
定
し

て
い
る
時
に
患
者
を
訪
問
出
来
て

大
変
助
か
っ
た
。
そ
の
時
、
有
名
な

清
流
柿
田
川
を
案
内
頂
い
た
。彼
は

静
岡
県
東
部
地
域
の
口
腔
医
療
に
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